
 

 

宗像市議会議員 
田中 るみ子 

 

ふくおか市民政治ネットワークは、35年前から女性を議会に送

り出し、生活者の視点で暮らしの課題を解決する活動を続けて

いる市民の政治団体です。 

宗像市では 1991年以来 7人の議員を出しています。 

サポーター会員募集！（年会費 1500 円） 
サポーター会員の方には、議会のお知らせや学習会等のご案内をお届けします。 

会費・カンパ・議員報酬からの寄付で活動しています。 
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暮らしと政治をつなぐ情報誌 

誰もが自分らしく暮らせるまち… 

安心して住み続けられる宗像市へ 

Vol.181 2026 年 冬号 

●過去の投票率は… 

2014年 38.4％、2018年 37.3％、2022年 35.6％ と有権者の 3人に 1人しか 

投票に行っていないことがわかります。 

「自分が投票しても変わらない」と思っていませんか？投票は私たちの権利です。2025 年は男子

普通選挙の実施から 100年、女性参政権が認められてから 80年。政治に参加する大切な権利です。 

●選ぶ市長で私たちの暮らしは変わる！ 

 市長は市の代表者です。市が持つ「予算」の使い方を考え、市民の要望をどう叶えるかを考えます。

行政の実行を担う市の職員へリーダーシップを図り、市議会とやりとりをするといった、「市」の今と未

来を左右する、責任重大な役割を担っています。 

●宗像市の現状は… 

・宗像市は少子高齢化が進み、高齢化率は 30.4％です（令和５年 3 月現在）。全国平均（２9．3％）より

高くなっています。 

・学校では、不登校の児童生徒数はこの５年で増え、令和６年度は小学生１１７人中学生２０３人でした。 

・令和６年度の経常収支比率は９３．7％でした。市の目標値は９０％です。今後も、学校など公共施設の

修理や更新に多額の費用がかかることや、社会保障関連費の増加などが見込まれ、財政状況は余裕が

なくなってきています。 

「市長を選ぶ」＝「わたしたちの暮らしを決める」 

一部の市民の意思で私たちの暮らしが決められてもいいのでしょうか。 

限られた予算の中で、あなたは何に優先的に使って欲しいですか？ 

ふくおか市民政治ネットワークでは、市長選の立候補予定者に公開質問状を渡す予定です。 

公開質問状の回答はふくおか市民政治ネットワークのホームページに掲載します。 

あなたの考えに近い方を見つけてください。 

そして、投票に行きましょう！！ ふくおか市民政治ネットワーク 

ホームページ 

宗像市長選挙が４月２６日に実施されます！ 

やっぱり
生活って

市民ネットは、10月 28日 市長に「2026年度 まちづくり提案（予算政策提

案)」を提出しました。この提案は、７月から「防災」「高齢者福祉・介護」「教

育・子ども・子育て」のテーマ別に、市民の有志との検討会や市民団体の方との

懇談で、市に対する要望や意見を聴き、協議し、まとめたものです。 

その後、直接会い私たちの思いを伝えるため、意見交換をしました。 

介護事業所の方から介護ヘルパー不足の深刻さや経営の厳しさ等を直接伺った

ので、現場の声を伝えました。市としても状況を認識しており、重要で喫緊の課

題としてコンサルティングも入れて支援策を検討しているということでした。 

給食時間が短いという声があり、給食時間を確保して欲しいという要望に対し

ては、市として食育を重視し、おいしい給食を味わって食べてもらいたいと考え

ておりある程度の時間を確保したいと思うが、各学校の判断になるということで

した。 

子育て中の市民から設置の要望があり、市民ネットも設置を要望し続けてき

た、ファミリーサポートセンターについても意見交換しました。 

今後も、大事な要望や提案は、懇談を申 

し入れ、実現に向けて意見交換をしてい 

きます。 

 

※まちづくり提案（予算政策提案）とは： 

宗像市がどんなまちであって欲しいか、 

取り組んでもらいたい事業や税金の使い方などを宗像市に対して提案するものです。 

「２０２６年度 まちづくり提案」を市に提出し、 

       副市長と意見交換しました 

 

私たちは、女性議員を送り出し、地域課題に取り組む地域政党です。 


